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・宿場町と一体化した建物
・イベントなどに使える屋根スペースがあるとよい
・学生が勉強できる空間があるとよい
・手続きがスムーズにおこなえる
・インフォメーション、庁舎案内人がほしい
・機能が縮小化・分散化された庁舎
・現庁舎を耐震・リフォーム
・道の駅のような施設があるとよい
・ホールがあるとよい
・託児所があるとよい
・休日は駐車場でイベントを開催

■新庁舎に求める機能・活用 主なアイデア

みんなで考えよう

御嵩を盛り上げるまちづくり
御 嵩 町 議 会 住 民 懇 談 会

10月29日（日）中公民館で御嵩町議会住民懇談会を開催しました。
議員が聞き手となり、参加者38人の皆さんには御嵩を盛り上げる
まちづくりについて、２つのテーマに沿ってさまざまなアイデアを出
していただきました。

１テーマ こんな庁舎なら行きたくなる！
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２テーマ これなら町民も乗りたい名鉄広見線！

・電車内に自転車を持ち込める
・婚活列車、グルメ列車などのイベント開催
・１日駅長募集
・SNS でフォトスポットを発信
・乗車ごとにポイント制にして特典をつける
・電車の運行数を増やす
・駅に交通系 IC カード機械の設置
・駅の周りの施設の整備
・願興寺を利用した活性化
・駅までの交通の便の充実
・早く見切りをつけて負担金は他に使う

■乗客を安定的に増やす 主なアイデア

たくさんの前向きなアイデアを提案していただき、ありがとうございました。
いただいたアイデアが御嵩のまちづくりに活かせるよう、議会で議論していきます。

・とても楽しく色々な意見が聞けて参考になった。また機会があれば参加したい
・否定的な意見が残念、ポジティブな意見を多くしたらもっと良かった
・各発表において本音の意見がネグレクトされていた
・未来が見えた気がする。あとは議員と町長に期待する
・絶対 NO という姿勢からは前向きな意見は出ないとあらためて感じた
・若い人が参加しやすい場にしてほしい
・ゼロベースの議論ではなかった
・意見をまとめてスピーディーに進めてほしい
・もっと住民の意見を聞く必要がある
・新鮮なアイデアを受けることができた
・少しでも現実に向かっていけばいいと思う
・次回も参加したい
・新議員もできたことでさらに活性化してほしい

議会住民懇談会を終えて

参
加
者
か
ら
の
感
想
（
主
な
も
の
）
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第１日（９月７日）
◆ 議長報告（３件）　 ◆ 町長報告（２件）　 ◆ 議案の上程、提案理由の説明（27 件）
◆ 議案の審議・採決（１件）

第２日（９月 14日）
◆ 一般質問（６議員）　 ◆ 施政方針（所信表明）に対する質問（２議員）

第３日（９月 15日）
◆ 一般質問（４議員）　 ◆ 施政方針（所信表明）に対する質問（２議員）
◆ 議案（令和４年度各会計決算認定など）を総務建設産業常任委員会・民生文教常任　

委員会に付託

民生文教常任委員会（９月 19日）
◆ 令和４年度一般会計決算の民生文教常任委員会所管部分、令和４年度国民健康保険特別会計決算、
　 令和４年度後期高齢者医療特別会計決算、令和４年度介護保険特別会計決算を審議

総務建設産業常任委員会（９月 21日）
◆ 令和４年度一般会計決算、令和４年度水道事業会計決算、令和４年度下水道事業会計決算などを審議

第４日（９月 29日）
◆ 議案の上程、提案理由の説明（2 件）　 ◆ 議案の審議・採決（20 件）
◆ 各常任委員会に付託された議案の審議結果報告・審議・採決（８件）

第３回 定例会  9月7日～29日

■ 令和４年度決算認定、令和５年度補正予算などの議案29件を審議・採決
■ 10議員が町長の施政方針・町政について質問

報
　
告

議
長
報
告

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に

つ
い
て
（
令
和
５
年
５
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定
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ザ
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会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第２号） 2億5,686万2千円 123億6,348万3千円

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 327万1千円 22億9,327万1千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 543万9千円 2億8,143万9千円

介護保険特別会計補正予算（第１号）
（保険事業勘定）
（介護サービス事業勘定）

5,907万1千円
62万1千円

19億  107万1千円
732万1千円

中島　康貴さん

▲決算審査のようす
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令和４年度　各会計決算認定
令和４年度　一般会計・特別会計決算総括表

令和４年度　水道事業会計決算総括表

令和４年度　下水道事業会計決算総括表

令和４年度　議会費決算の状況

会計区分 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 91億8,212万4,866円 88億7,456万7,796円 3億755万7,070円

特別会計 44億4,102万107円 42億7,495万4,347円 1億6,606万5,760円

内
　
訳

国民健康保険特別会計 22億1,806万4,161円 21億7,947万6,493円 3,858万7,668円

後期高齢者医療特別会計 2億6,614万7,664円 2億5,796万7,425円 818万239円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 19億4,744万5,532円 18億2,892万855円 1億1,852万4,677円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 936万2,750円 858万9,574円 77万3,176円

合　　計 136億2,314万4,973円 131億4,952万2,143円 4億7,362万2,830円

区　分 収入合計 支出合計 差引額 備　考

収 益 的 収 支 5億7,256万9,294円 5億3,359万1,833円 3,897万7,461円 消費税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 1億183万9,352円 1億183万9,352円 0円 消費税及び地方消費税込み

区　分 収入合計 支出合計 差引額 備　考

収 益 的 収 支 6億4,100万3,103円 5億7,049万1,090円 7,051万2,013円 消費税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 5億9,337万6,290円 5億9,337万6,290円 0円 消費税及び地方消費税込み

主なもの 詳　細 決算額

報 　 酬 町議会議員報酬
議長 300,000 円、副議長 245,000 円、委員長 230,000 円、議員 220,000 円

3,066 万 0,000 円

手 　 当 町議会議員期末手当 1,248 万 7,565 円

旅 　 費 議員研修、議員国会議員陳情 17 万 7,240 円

交 際 費 慶弔費、総会等会費 37 万 380 円

需 用 費 「議会のたより」印刷製本費、議会関係参考書籍等購入費など 99 万 9,114 円

役 務 費 議長車保険料、郵便料など 7 万 2,530 円

委 託 料 議会会議録作成委託料 90 万 3,760 円

使用料及び賃借料 東京陳情タクシー借上料など 1 万 7,540 円

負 担 金 可茂町村議会議長会負担金、可茂地域市町村議会議長会負担金、議員研修負担金など 52 万 1,050 円
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審 結議 果

議決結果
【表示記号】
賛否状況：○…賛成
　　　　　×…反対
　　　　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択

議　　　員　　　名

議 

決 

結 

果

大
　
沢
　
ま
り
子

鈴
　
木
　
篤
　
志

広
　
川
　
大
　
介

山
　
田
　
　
　
徹

可
　
児
　
さ
と
み

鈴
　
木
　
秀
　
和

清
　
水
　
亮
　
太

奥
　
村
　
　
　
悟

伏
　
屋
　
光
　
幸

高
　
山
　
由
　
行

岡
　
本
　
隆
　
子

谷
　
口
　
鈴
　
男

認定第１号～第６号、議案第50号～第71号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
議案第72号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果
認定第 1 号 令和 4 年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第 2 号 令和 4 年度御嵩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第 3 号 令和 4 年度御嵩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第 4 号 令和 4 年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第 5 号 令和 4 年度御嵩町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決認定
認定第 6 号 令和 4 年度御嵩町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決認定
議案第 50 号 御嵩町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 任命同意
議案第 51 号 令和５年度御嵩町一般会計補正予算（第２号）について 可決
議案第 52 号 令和５年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 可決
議案第 53 号 令和５年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決
議案第 54 号 令和５年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決
議案第 55 号 御嵩町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第 56 号 御嵩町福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 57 号 御嵩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 58 号 御嵩町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決

議案第 59 号 御嵩町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第 60 号 御嵩町地区計画等の案の作成手続きに関する条例の制定について 可決
議案第 61 号 御嵩町上水道事業給水条例及び御嵩町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第 62 号 御嵩町と美濃加茂市との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 63 号 御嵩町と可児市との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 64 号 御嵩町と坂祝町との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 65 号 御嵩町と富加町との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 66 号 御嵩町と川辺町との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 67 号 御嵩町と七宗町との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 68 号 御嵩町と八百津町との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 69 号 御嵩町と白川町との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決
議案第 70 号 御嵩町と東白川村との間の証明書の交付等に係る事務委託の廃止について 可決

議案第 71 号 工事請負契約の締結について
（令和5年度 南海トラフ巨大地震に備えた亜炭鉱跡対策事業 第4-1期防災工事） 可決

議案第 72 号 和解について（岐阜地方裁判所 令和4年（ワ）第223号損害賠償請求事件） 可決
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総務建設産業常任委員会、民生文教常任委員会において、令和４年度決算などを慎重に
審議しました。委員会での質疑から、各委員が注目した主な内容を紹介します。

民生文教
常任委員会

委　員　長　谷口　鈴男
副委員長　伏屋　光幸
委　　員　清水　亮太
　　　　　可児　さとみ
　　　　　山田　徹
　　　　　鈴木　篤志

問願興寺本堂修理完成後の活用方法は。（谷口）
答令和８年の修理完成後の活用方法については現在未定。今後、重要文化財願興寺の活用計画を立てて多く

の人に御嵩の宝を見ていただく体制などを作っていく必要があると考える。（生涯学習課）

問子宮頸がんの予防接種について、キャッチアップ接種と定期接種の内訳は。（清水）
答接種者は 276 人（延べ人数）であり、このうちキャッチアップ接種者は 151 人である。（福祉課）

問高齢者筋力トレーニング事業の委託内容について、専門職などの配置はどのようになっているか。（可児）
答指定管理者に対し、高齢者の教室は健康リスクが高いため看護師を最低１人は配置する条件としている。

一般成人に対しては専門職を配置という指定はしていない。（保険長寿課）

問国指定重要文化財願興寺本堂修理補助金と重要文化財願興寺修理補助金の支出内容の違いは何か。（山田）
答国指定重要文化財願興寺本堂修理補助金は令和８年までの願興寺本堂修理工事に充てる補助金であり、重

要文化財願興寺修理補助金は平成 27 年度～令和元年度のふるさと納税で寄附いただいたものを補助金と
して支出し願興寺の修理などに活用するためのものである。（生涯学習課）

問小学校要保護児童等援助事業と中学校の要保護生徒等援助事業について、昨年度から決算額が減っている理
由は。（鈴木篤）
答就学援助費は令和元年度以降減少傾向ではあるが、家庭の状況に応じて支出するものである。児童生徒数

が減少しているという実情はある。（学校教育課）

問資源集団回収奨励金の対象が 15団体とあるが、金額（921,095 円）はどのように決まるのか。（鈴木篤）
答 PTA や各公民館などの団体へ活動実績によって支払っており、各団体の実施回数の累計によるものであ

る。（住民環境課）

問子ども家庭総合支援拠点では、現在どのような支援や活動がおこなわれているのか。包括支援センターとの
連携は。（山田）
答主な業務である相談については、新たな拠点ができたことにより件数は前年の同時期より大幅に増えてい

る。ワンストップで福祉に関する相談を受けられる体制を目指しており、包括支援センターとの連携も順
調である。（福祉課）

問放課後児童クラブの運営について利用児童数の内訳は。また、支援員・補助員の確保はどのようにしているか。
（清水）
答利用児童数は年度途中の入部・退部を含めて上之郷20人、御嵩120人、伏見62人である。支援員・補助員

は常勤の職員に加えて夏休みなどの長期休業期間中は補助教員などで人数を確保している。（学校教育課）

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）

8



委員（議員）１2人の注目はここ!!　常任委員会

総務建設産業
常任委員会

委　員　長　奥村　　悟
副委員長　鈴木　秀和
委　　員　岡本　隆子
　　　　　大沢　まり子
　　　　　高山　由行
　　　　　広川　大介

問 SMBC日興証券に預入している基金９億 8,610 万 6,849 円の運用方法は。（奥村）
答９億 8,610 万 6,849 円は額面価格は 10 億円の国債の購入価格であり、10 年経過すると額面価格が戻っ

てくるというものである。利率は年間 0.2％である。（会計課）

問リニア発生土置き場に関するフォーラムの総括の結論が出ていないので予算執行は完結していないのではな
いか。（鈴木秀）
答町ホームページには、フォーラムを終えての感想をいただいたこと、フォーラムは終了していることを明

記するよう検討したい。（企画課）

問ふれあいバス・ふれあい予約バス運行の利便性の向上について、町民の声、福祉部門との連携など今後の見
直しはどのようにするのか。（岡本）
答様々なニーズを把握しながら地域公共交通会議などで利便性向上について協議していきたい。福祉部門と

の連携については民生委員向けにバスの乗り方をレクチャーする予定である。（企画課）

問消防団処遇改善事業について、出動報酬、団員の定数はどのようか。また、コロナ禍により制限していた式
典などへの議員出席を今後どのように考えるか。（大沢）
答出動報酬の予算は火災などの出動回数を見込んで計上しているが出動回数が少なかった。団員定数は 170

人である。コロナの５類移行に伴い、議員の式典などへの出席は元に戻す。（総務防災課）

問新庁舎等建設用地記録映像撮影委託事業について、成果品のデータなどは町にあり、使用権利は町に帰属す
るか、また議会においてデータなどは使用可能か。（高山）
答成果品は町に帰属しているので、町から議会へデータなどの提供は可能である。（総務防災課）

問 IT 人材育成実施委託事業について、実施による成果、参加者の感想などはどうだったか。（広川）
答受講生のうち３人が IT 企業に就職したことを把握している。受講生からは満足度の高いカリキュラムで

あるとの感想をいただいている。（企画課）

問「名鉄広見線利用促進CM」FMラジオ放送によって、名鉄広見線利用促進にどのような効果が生じたか。（奥
村）
答 CM を聴いて名鉄広見線に乗ったという声は実際に届いていないので、事業の有効性については見直しを

おこなっているところである。（企画課）

問滞在型農業体験施設運営事業は、移住定住の促進につながっているのか。（奥村）
答施設の利用者数は順調に増えてきているが、移住定住の促進にいかに繋げていくかが課題である。指定管

理期間が更新されることから、今後はこの課題が解決できるよう検討したい。（農林課）

※常任委員会での質疑・回答の内容は会議録（町ホームページ、議会事務局で閲覧可）で確認できます。
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鈴木　秀和　議員 ……………………… 11ページ
〇御嵩町の直面する２つの課題
〇伏見宿の整備について

岡本　隆子　議員 ……………………… 12ページ
〇重要湿地の検証について

山田　　徹　議員 ……………………… 12ページ
〇剪定・除草くずの処理について

高山　由行　議員 ……………………… 13ページ
〇町長選挙結果と現在の心境
〇政策、選挙公約について

広川　大介　議員 ……………………… 14ページ
〇人口減少対策としての空き家活用について
〇猟師・捕獲隊員を増やすための施策について

清水　亮太　議員 ……………………… 15ページ
〇防災コミュニティセンター南側の土地の活

用について

鈴木　篤志　議員 ……………………… 15ページ
〇子どもたちの教育現場の現状について

可児さとみ　議員 ……………………… 16ページ
〇小中学校におけるふるさと教育
〇SNSを利用した情報発信

伏屋　光幸　議員 ……………………… 17ページ
〇伏見小学校校舎大規模改造の早期実現につ

いて

奥村　　悟　議員 ……………………… 17ページ
〇町内小中学校の屋外環境整備について

■一般質問

一 般 質 問
一般質問とは？

町長の施政方針（所信表明）に対する質問

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、議員が町に対して質問をおこない
ます。今回の一般質問であなたの生活にかかわる内容はありますか？

施政方針（所信表明）とは？
町長が主要施策や予算などについて、自らの考えや信念、方針などを表明するものです。

鈴木　秀和　議員… …………………… 18ページ
〇リニア残土と新庁舎計画について

岡本　隆子　議員… …………………… 18ページ
〇リニア発生土置き場について

鈴木　篤志　議員… …………………… 19ページ
〇車座懇談会へ参加できなかった町民への対応

奥村　　悟　議員… …………………… 19ページ
〇「（仮称）まちづくり協議会」の立ち上げに

ついて

■町長の施政方針（所信表明）に対する質問

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

文責、掲載内容について
一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責で

す。一般質問のページに掲載した内容について、議
員に直接連絡がつかない場合は、氏名、連絡先、問
い合わせの内容を添えて、議会事務局へ書面にてお
届けください。

また、掲載してある質問、答弁は要約となってい
ます。会議録は町ホームページや議会事務局で閲覧
できます。

一般質問の様子は YouTube「御嵩町議会公式チャン
ネル」でご覧いただけます。各議員の質問は P11～
P17に掲載してありますQRコードからご覧ください。

https://www.youtube.com/@mitake-gikai
▲御嵩町議会
　公式チャンネル

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）
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伏
見
の
一
本
松
公
園
の
東
隣
地

が
売
り
物
件
で
あ
る
。
宿
場
町
を
活

か
し
た
町
の
賑
わ
い
へ
の
第
一
歩
と

し
て
駐
車
場
整
備
を
目
的
に
購
入
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

�

【
町
長
】

こ
の
交
差
点
周
辺
の
歩
道
は
小
中

学
校
の
指
定
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
第
一
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
本
松

公
園
を
整
備
し
た
際
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら

「
子
ど
も
や

高
齢
者
が
集

う
よ
う
な
利

用
計
画
を
立

て
る
こ
と
は

交
通
安
全
上

危
険
で
あ

る
」
と
の
提

言
も
い
た
だ

い
て
い
る
。

こ
の
土
地
は
交
差
点
か
ら
の
距
離
が

近
く
、
周
辺
の
交
通
量
も
多
い
場
所

で
あ
る
た
め
、
駐
車
場
を
整
備
し
た

場
合
、
出
入
り
す
る
車
に
よ
り
交
通

が
混
雑
し
、
交
通
安
全
上
の
危
険
が

増
す
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
土
地
を
取
得
し
、
既

存
の
建
物
を
解
体
す
る
費
用
に
つ
い

て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
土
地
の
取
得

と
整
備
を
対
象
と
し
た
有
利
な
財
源

が
な
い
状
況
で
あ
る
。

一
本
松
公
園
の
す
ぐ
近
く
に
は
伏

見
公
民
館
が
あ
り
、
地
域
の
賑
わ
い

の
創
出
や
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
駐

車
場
を
活
用
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
隣
地
を
購
入

し
て
駐
車
場
を
整
備
す
る
必
要
性
は

な
い
と
考
え
る
。

問答 伏
見
宿
の
整
備
に
つ
い
て

　
　①

リ
ニ
ア
残
土
問
題　
こ
れ
ま
で
の

説
明
等
で
知
り
得
た
事
実
か
ら
判
断

し
て
町
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
回
答
す
れ
ば
解
決
す
る
話
で
は
な

い
か
。

②
新
庁
舎
問
題　
来
庁
者
、
職
員
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
非
耐
震
で

あ
る
現
庁
舎
の
耐
震
化
を
優
先
し
、

そ
の
後
新
庁
舎
検
討
の
順
で
は
な
い

か
。

　
　

�

【
町
長
】

①
リ
ニ
ア
建
設
は
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
社
会
的
意
義
は

非
常
に
大
き
く
、
早
期
推
進
を
求
め

る
点
は
、
地
元
町
民
と
も
一
致
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
と
も
な
い
、
発
生

土
が
生
じ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

発
生
土
の
存
在
を
前
提
と
し
て
一
緒

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
が
発
生
土
置
き
場
を
ト

問答

御
嵩
町
の
直
面
す
る
２
つ
の
課
題

ン
ネ
ル
坑
口
の
近
く
に
希
望
し
、
計

画
に
か
か
る
民
有
地
の
取
得
を
進
め

る
一
方
、
重
要
湿
地
保
全
を
は
じ
め

と
し
た
課
題
が
残
っ
て
い
る
が
、「
受

け
入
れ
な
い
」
と
の
判
断
を
す
る
に

も
持
ち
出
す
場
合
の
検
討
も
十
分
に

で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

し
っ
か
り
地
元
と
対
話
し
、
協
議

に
臨
む
理
解
や
合
意
を
得
て
Ｊ
Ｒ
東

海
と
交
渉
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

②
来
庁
者
を
は
じ
め
、
働
く
職
員
の

命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
は
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
命
の
問
題
」
で
あ
り
、
現

庁
舎
の
耐
震
化
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、「
命
を
守
る
こ
と
」と「
新

庁
舎
整
備
事
業
」
は
、
切
り
離
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

プ
ロ
セ
ス
の
法
的
な
裏
付
け
、
予
算

規
模
や
庁
舎
機
能
の
考
え
方
、
防
災

や
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
性
な
ど
に

つ
い
て
、
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て

検
証
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
。

動画はこちらから

鈴木秀和　議員

▲一本松公園

みたけ議会のたより  （令和5年12月1日号）
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　①

剪
定
枝
粉
砕
機
貸
出
や
購
入
助
成

の
実
績
と
資
源
化
計
画
推
進
の
状
況

は
。

②
剪
定
枝
葉
資
源
化
の
た
め
の
新
た

な
拠
点
回
収
方
式
の
導
入
方
針
は
。

③
町
内
公
共
機
関
で
発
生
す
る
刈
草

等
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬

入
許
可
は
。

④
新
し
い
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
施

設
の
開
拓
方
針
は
。

　
　

�

【
民
生
部
長
】

①
貸
出
は
令
和
元
年
か
ら
４
年
度
ま

で
に
の
べ
64
件
、
購
入
補
助
は
平
成

29
年
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
に
の
べ

30
件
、
計
48
万
１
，
６
０
０
円
実
施

し
た
。
住
民
一
人
ひ
と
り
に
意
識
し

て
い
た
だ
く
剪
定
枝
の
資
源
化
目
標

値
は
65
ト
ン
と
し
て
い
る
。

②
令
和
３
年
度「
御
嵩
町
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
」の
中
間
見
直
し

問答

で
、
剪
定
枝
粉
砕
機
の
貸
出
及
び
購

入
費
補
助
事
業
を
推
進
し
て
い
く
施

策
に
見
直
さ
れ
た
。
太
さ
３
㎝
以
下

の
剪
定
枝
は
、
切
断
し
可
燃
ご
み
袋

に
入
れ
て
搬
出
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

③「
御
嵩
町
平
芝
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
す
る
要
綱
」

に
基
づ
い
て
運
用
す
る
。
町
ま
た
は

町
の
委
託
を
受
け
た
者
が
お
こ
な
う

町
有
地
な
ど
か
ら
生
じ
た
刈
草
等
、

ま
た
は
、
そ
の
他
町
長
が
認
め
た
刈

草
等
で
あ
れ
ば
搬
入
で
き
る
。

④
当
分
の
間
、
平
芝
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
の
耐
用
年
数
は
あ
る
と
試
算

し
た
た
め
、
新
規
施
設
計
画
な
ど
は

考
え
て
い
な
い
。
施
設
の
必
要
性
な

ど
を
含
め
て
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と

に
な
る
。
民
間
活
力
を
借
り
て「
発

生
抑
制
」「
資
源
化
」「
適
正
処
理
」の

目
的
を
達
成
す

る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

剪
定
・
除
草
く
ず
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
リ
ニ
ア
残
土
処
分
場
予
定
地
は

環
境
省
が
「
生
物
多
様
性
の
観
点
か

ら
重
要
度
の
高
い
湿
地
」
に
選
定
し

て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
不

透
明
で
あ
る
。
経
緯
を
明
ら
か
に
し

検
証
す
べ
き
で
は
。

　
　

�

【
企
画
参
事
】

現
有
す
る
公
文
書
記
録
を
再
確
認

し
、
在
籍
す
る
当
時
の
担
当
職
員
全

員
か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。

平
成
27
年
の
最
終
確
認
文
書
に
係

る
収
受
の
取
り
扱
い
を
協
議
し
た
記

憶
の
あ
る
職
員
は
い
な
か
っ
た
。
文

書
の
存
在
を
何
ら
か
の
理
由
で
認
識

し
て
お
ら
ず
、
県
か
ら
の
確
認
で
気

づ
き
遅
れ
て
収
受
し
た
と
思
わ
れ
る
。

平
成
28
年
に
公
表
さ
れ
た
重
要
湿
地

リ
ス
ト
に
記
載
が
無
い
美
佐
野
ハ
ナ

ノ
キ
湿
地
群
が
選
定
地
に
含
ま
れ
る

事
と
理
由
は
、
令
和
４
年
に
町
か
ら

環
境
省
に
聞
き
取
り
し
て
確
認
し
て

い
た
。

問答

　
　

�

【
町
長
】

重
要
湿
地
の
選
定
に
係
る
経
緯
の

確
認
及
び
検
証
結
果
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
て
お
り
、
環
境
省
や
有
識
者

へ
の
確
認
を
経
て
リ
ニ
ア
発
生
土
置

き
場
の
計
画
地
が
重
要
湿
地
に
当
た

る
と
の
認
識
で
あ
る
。
今
回
の
検
証

結
果
も
踏
ま
え
、
今
後
計
画
と
保
全

策
に
つ
い
て
調
査
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
は
有
識
者
に
正
し
く
確
認
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
詳
し
く
伝
え
る

よ
う
、
職
員
に
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
湿
地
全
体
の
方
針
と
し

て
は
「
守
っ
て
い
く
」
で
よ
い
か
。

　
　

�
【
町
長
】

重
要
湿
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
の
中
で
も
議
論
さ
れ
る
部
分

で
あ
り
、
守
る
べ
く
範
囲
、
や
り
方
、

運
用
方
法
な
ど
の
詳
細
部
分
に
つ
い

て
、
審
議
会
の

中
で
よ
く
議
論

し
て
も
ら
い
た

い
。 答再

質
問

答

重
要
湿
地
の
検
証
に
つ
い
て

山田徹　議員

岡本隆子　議員

動画はこちらから

動画はこちらから

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）
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　①

町
長
選
挙
結
果
に
対
す
る
所
感
は
。

②
町
長
に
就
任
し
２
カ
月
半
経
過
し

た
が
、
町
政
の
か
じ
取
り
役
を
担
う

に
あ
た
っ
て
の
決
意
と
現
在
の
心
境

は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
厳
粛
な
る
信
託
を
賜
り
、
光

栄
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
重
責
を
痛

感
し
て
い
る
。
改
め
て
町
長
選
挙
を

振
り
返
る
と
、
直
近
で
選
挙
戦
と
な

っ
た
平
成
23
年
執
行
の
町
長
選
挙
と

比
較
し
て
投
票
率
が
約
８
・
７
％
も

下
が
っ
て
お
り
、
町
民
が
行
政
に
関

心
を
寄
せ
な
く
な
っ
た
一
つ
の
指
標

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
要
因

が
何
で
あ
る
か
を
見
極
め
、
受
け
止

め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
投
票
率
の
下
が
っ
た
要

因
を
分
析
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
踏

問答

ま
え
て
、
行
政
離
れ
に
歯
止
め
を
か

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

②
就
任
以
降
、
町
の
行
政
課
題
の
本

質
を
見
極
め
る
た
め
、
各
課
か
ら
の

説
明
と
確
認
作
業
を
繰
り
返
し
な
が

ら
重
要
課
題
に
向
き
合
う
方
向
性
を

模
索
し
て
い
る
。
選
挙
な
ど
を
通
じ

て
直
接
聞
こ
え
て
き
て
い
た
情
報
が
、

組
織
の
長
と
し
て
確
認
し
て
み
る
と

異
な
る
内
容
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
正
し
く
町
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
伝
え
方
に

課
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
見
え
て
き

た
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
た
め
車
座
懇

談
会
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
現
政
策
の
総
点
検
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
政
策

の
優
先
順
位
を
判
断
し
て
い
く
。

誰
も
が
御
嵩
町
に
愛
着
を
持
ち
、

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
地
に
足
の
着
い
た
行
政
運
営

を
心
掛
け
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　①

町
政
お
よ
び
政
策
の
継
続
性
に
つ

い
て
の
所
感
は
。

②
前
町
長
の
政
策
で
踏
襲
、
引
き
継

い
で
実
行
す
る
政
策
は
。

③
渡
辺
町
長
の
考
え
る
政
策
の
優
先

順
位
は
。

④
政
策
総
点
検
途
中
で
の
議
会
、
町

民
に
対
し
て
の
報
告
と
事
業
評
価
の

方
法
を
伺
う
。

　
　

�

【
町
長
】

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
機
能
の
停

滞
を
招
く
事
は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、

こ
れ
が
行
政
の
継
続
性
で
あ
り
地
方

自
治
の
本
質
で
あ
る
。
政
策
の
継
続

性
は
町
の
信
用
度
に
も
つ
な
が
る
大

事
な
視
点
で
あ
る
。
町
民
や
議
会
の

声
を
踏
ま
え
て
変
化
に
応
じ
た
決
断

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
前
町
長
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
亜

炭
廃
坑
の
予
防
充
填
事
業
を
は
じ
め
、

御
嶽
宿
周
辺
の
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
、
将
来
の
政
策
目
的
を
図
る
た
め

基
金
へ
の
積
み
増
し
な
ど
、
町
財
政

の
健
全
化
を
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
き

問答

た
い
。

③
新
庁
舎
、
リ
ニ
ア
、
亜
炭
廃
坑
、

名
鉄
広
見
線
は
、
相
手
や
期
限
の
あ

る
重
要
課
題
で
あ
り
、
合
意
形
成
に

は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
一

方
で
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
、

防
災
な
ど
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
つ

い
て
は
早
急
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
車

座
懇
談
会
や
政
策
総
点
検
な
ど
を
通

じ
て
優
先
順
位
を
検
討
し
順
次
進
め

て
い
く
。

④
政
策
総
点
検
で
は
、
総
点
検
本
部

に
よ
る
決
定
の
前
に
議
会
へ
報
告
し
、

意
見
を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
町
民

へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
評

価
に
つ
い
て
は
職
員
が
、
町
民
の
目

線
に
立
っ
て
、
担
当
す
る
事
業
を
、

必
要
性
、
妥
当
性
、
有
効
性
、
効
率

性
の
４
つ
の
視
点
と
イ
ン
プ
ッ
ト
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
カ
ム
の
３

つ
の
実
績
を
踏

ま
え
て
評
価
・

見
直
し
を
お
こ

な
っ
て
い
く
。

町
長
選
挙
結
果
と
現
在
の
心
境

政
策
、
選
挙
公
約
に
つ
い
て

高山由行　議員

動画はこちらから

みたけ議会のたより  （令和5年12月1日号）
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コ
ロ
ナ
以
降
増
加
し
て
い
る
都

市
部
か
ら
地
方
に
本
社
機
能
を
移
転

さ
せ
る
中
小
企
業
や
、
御
嵩
町
に
不

足
し
て
い
る
障
害
者
向
け
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
を
町
内
に
多
く
あ
る
空

き
家
に
誘
致
す
る
よ
う
な
、
柔
軟
な

空
き
家
活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　
　

�

【
町
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
り
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
急
速
に
進

ん
だ
こ
と
で
、
Ｉ
Ｔ
環
境
が
整
っ
て

い
れ
ば
、
企
業
は
都
市
部
に
大
規
模

な
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
な
く
て
も
ビ
ジ

ネ
ス
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
Ｉ
Ｔ
系
事
業
所

を
含
む
中
小
企
業
の
誘
致
に
空
き
家

を
活
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
見

込
ん
で
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
誘
致
に
つ
い

問答

て
も
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
と
町
が
把

握
し
て
い
る
空
き
家
の
情
報
と
を
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の

有
効
活
用
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。今

後
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
う
え
で
の
空
き
家
と
事
業
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
取
り
組
み
や
、

民
間
事
業
者
が
空
き
家
を
オ
フ
ィ
ス
、

店
舗
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
用
途
に
合
わ
せ
て
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
活
用
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
先
進
事

例
を
参
考
に
そ
の
効
果
を
検
証
し
、

空
き
家
活
用
と
人
口
対
策
に
つ
な
が

る
御
嵩
町
に
合
っ
た
施
策
を
研
究
し

て
い
く
。

　
　
現
状
不
足
し
て
い
る
猟
師
や
捕

獲
隊
の
隊
員
を
増
や
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
た
め
に
、

町
は
現
状
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
る
か
、
今
後
は
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

　
　

�

【
町
長
】

捕
獲
隊
は
本
町
の
鳥
獣
被
害
防
止

に
向
け
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
組
織
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

捕
獲
隊
へ
の
金
銭
的
な
支
援
と
し

て
は
、
捕
獲
隊
に
入
隊
し
て
活
動
す

る
隊
員
に
対
し
狩
猟
者
登
録
時
に
必

要
な
狩
猟
税
の
課
税
免
除
措
置
を
し

て
お
り
、
物
的
な
支
援
と
し
て
は
、

町
が
保
有
な
ど
し
て
い
る
檻
１
６
３

基
を
捕
獲
隊
に
無
償
貸
与
し
て
い
る
。

人
的
な
支
援
と
し
て
は
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
実
績
に
基
づ
く
報
告
な
ど
の
事

務
を
町
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
捕
獲
隊
や
隊
員
へ
の
直
接

的
な
支
援
で
な
い
が
、
農
業
を
営
む

「
個
人
」
や
「
団
体
」
の
自
主
的
防

衛
へ
の
支
援
と
し
て
、
電
気
柵
や
進

入
防
止
ネ
ッ
ト
な
ど
被
害
防
止
施
設

の
設
置
に
対
し
て
一
部
補
助
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

今
後
は
狩
猟
免
許
所
有
者
へ
の
有

資
格
者
講
習
や
情
報
提
供
・
情
報
共

有
の
機
会
を
作
る
な
ど
、
教
育
面
の

充
実
が
図
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

本
町
の
鳥
獣
被
害
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
の
方
向
が
、
町
側
の
一
方

通
行
で
は
な
く
、
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
な
が
ら
共
通
意
識
を
持

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の

空
き
家
活
用
に
つ
い
て

猟
師
・
捕
獲
隊
員
を
増
や
す
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

広川大介　議員

動画はこちらから

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）

14

一
般
質
問



　
　①

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
南

側
の
土
地
の
活
用
策
は
。

②
土
地
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
南

側
の
土
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
、
テ
ン
ト
の
設
営
、
防
災
キ
ャ

ン
プ
や
防
災
教
室
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
ど
、
多
機
能
な
利
活
用
の
検

討
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
財
源
メ
ニ
ュ

ー
を
探
し
て
き
た
。
最
終
的
に
は
、

整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
の
有
利
な
財

源
は
、
制
度
の
終
了
が
令
和
７
年
度

に
迫
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
し

か
見
込
み
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問答

　
　

�

【
町
長
】

①
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
結
果
、

有
利
な
財
源
が
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
し
か
な
く
、
こ
の
起
債
を
活
用

す
る
に
当
た
り
、
必
要
な
要
件
を
具

備
す
る
た
め
に
は
色
々
な
制
約
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
御
嵩
町
地
域
防
災
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
一
時
避
難

所
機
能
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、
野

外
テ
ン
ト
な
ど
を
設
置
で
き
る
拠
点

避
難
地
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、

屋
外
照
明
な
ど
を
新
た
に
設
置
し
、

多
目
的
な
活
用
が
見
込
め
る
よ
う
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
年
内
に
規
模
や
金
額
な
ど
の
方
針

を
固
め
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

整
備
費
を
計
上
し
、
同
年
度
中
に
実

施
し
た
い
考
え

で
あ
る
。

答

　
　①

町
内
小
中
学
校
の
児
童
数
に
対
し

て
教
員
・
支
援
員
数
は
適
正
か
。

②
全
国
的
な
教
員
不
足
が
町
の
教
育

現
場
へ
与
え
る
影
響
は
。

③
特
別
支
援
ク
ラ
ス
の
児
童
増
加
へ

の
専
門
職
員
の
人
材
確
保
・
育
成
の

進
捗
状
況
は
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
目
指

す
姿
へ
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

⑤
教
育
現
場
の
現
状
に
対
す
る
町
民

の
理
解
度
は
。
ま
た
、
町
民
の
声
は

現
場
に
届
い
て
い
る
か
。

　
　

�

【
教
育
長
】

①
県
費
で
配
置
さ
れ
る
教
員
に
加
え
、

町
費
の
学
習
支
援
員
を
学
校
の
実
情

に
応
じ
て
最
大
限
配
置
し
て
い
る
。

地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら
教
員
の
負

担
軽
減
と
教
育
活
動
の
充
実
を
目
指

し
て
い
く
。

問答

②
県
全
体
の
教
員
が
不
足
す
る
こ
と

で
本
来
配
置
さ
れ
る
べ
き
教
員
が
配

置
さ
れ
な
い
状
況
が
起
き
、
学
校
現

場
へ
の
負
担
が
生
じ
る
。

③
特
別
支
援
学
校
と
の
人
事
交
流
や

ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
任
用
に
よ
り
専
門

的
な
立
場
か
ら
指
導
助
言
で
き
る
人

材
を
確
保
し
、
後
進
へ
の
指
導
や
若

手
職
員
へ
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と

で
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

④
学
校
運
営
協
議
会
委
員
へ
の
研
修

の
実
施
お
よ
び
研
修
の
場
の
紹
介
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
委
員
の
学
校
運

営
へ
の
主
体
的
な
参
画
意
識
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

⑤
学
校
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、学

校
運
営
協
議
会
や
保
護
者
懇
談
会
な

ど
で
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、多
く
の
人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
届
い
て
い

る
。真
摯
に
耳

を
傾
け
、受
け

止
め
て
い
く
。

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

南
側
の
土
地
の
活
用
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の

教
育
現
場
の
現
状
に
つ
い
て

清水亮太　議員

鈴木篤志　議員

動画はこちらから

動画はこちらから

みたけ議会のたより  （令和5年12月1日号）
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　①

町
の
ふ
る
さ
と
教
育
へ
の
取
り
組

み
は
校
区
、
内
容
等
ど
の
よ
う
か
。

②
全
町
共
通
で
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
は
。

③
今
後
の
ふ
る
さ
と
教
育
の
方
法
や

講
師
選
定
等
の
課
題
、
予
定
や
計
画

は
。

　
　

�

【
教
育
長
】

①
御
嵩
町
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
夢
づ
く
り
事

業
」
を
推
進
し
て
お
り
、
各
小
中
学

校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
を
実
践
し

て
い
る
。

②
ふ
る
さ
と
教
育
に
関
わ
る
共
通
し

た
学
習
は
、
主
に
低
学
年
の
生
活
科
、

中
学
年
か
ら
の
社
会
科
等
の
教
科
を

通
し
て
学
ん
で
い
る
。
低
学
年
で
は
、

町
探
検
や
地
域
の
自
然
や
季
節
に
つ

問答

い
て
学
ぶ
学
習
、
中
学
年
で
は
、
町

で
編
集
し
た
社
会
科
副
読
本
を
活
用

し
た
学
習
、
高
学
年
や
中
学
校
で
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
活
用
し

て
御
嵩
町
に
つ
い
て
探
求
的
に
学
ぶ

学
習
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
ふ
る
さ
と
教
育
を
継
続
的
、
計
画

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
地
域

の
理
解
と
協
力
が
必
要
。
事
前
の
準

備
や
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
時
間
、

新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
、
人
材

確
保
等
の
課
題
が
あ
る
。
学
校
に
負

担
が
集
中
す
る
こ
と
な
く
ふ
る
さ
と

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

学
校
運
営
協
議
会
の
協
力
や
地
域
学

校
協
働
活
動
の
充
実
に
努
め
、
将
来

の
御
嵩
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
も
て
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　①

現
在
S
N
S
を
利
用
し
て
発
信

し
て
い
る
情
報
の
内
容
・
発
信
元
は
。

②
情
報
発
信
の
管
理
・
把
握
は
町
で

し
て
い
る
か
。

③
目
的
・
対
象
者
別
に
効
果
を
検
証

し
、
改
善
を
し
て
い
る
か
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
や
管

理
は
、
御
嵩
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

運
用
に
関
す
る
要
綱
や
御
嵩
町
職
員

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
運

用
し
て
い
る
。

①
情
報
内
容
は
、
す
で
に
一
般
に
周

知
さ
れ
て
い
る
事
項
、
イ
ベ
ン
ト
・

競
技
会
な
ど
の
現
況
や
結
果
、
サ
サ

ユ
リ
の
開
花
状
況
な
ど
自
然
の
状
況

で
一
般
に
明
ら
か
な
話
題
を
発
信
し

て
い
る
。
発
信
元
は
、
各
課
の
担
当

者
が
発
信
す
る
ほ
か
、
広
報
担
当
者

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
い
る
。

問答

②
情
報
発
信
の
管
理
・
把
握
に
つ
い

て
は
、
要
綱
お
よ
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
て
所
属
長
が
管
理
し
て
い

る
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
の
検
証
と
し
て
、

第
5
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の

目
標
値
に
対
す
る
状
況
や
各

S
N
S
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
数
を
確
認
し
て
い
る
。

結
果
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
エ
ッ
ク

ス
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
の
発
信
が

効
果
的
で
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
、

今
後
も
こ
れ
ら
を
中
心
に
活
用
し
て

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
人
に
御
嵩
町

の
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
、
様
々
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
活
か
し
、
効
果
的
な

情
報
発
信
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

小
中
学
校
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
教
育

S
N
S
を
利
用
し
た
情
報
発
信

可児さとみ　議員

動画はこちらから

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）
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　①

補
助
金
（
国
庫
交
付
金
）
を
取
り

下
げ
た
の
は
な
ぜ
か
。

②
今
回
ト
イ
レ
改
修
し
か
実
施
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

③
今
年
度
補
正
予
算
に
設
計
委
託
が

あ
る
が
、
本
気
で
大
規
模
改
造
を
進

め
る
の
か
。

　
　

�

【
教
育
参
事
】

①
国
や
県
の
補
助
金
や
交
付
金
は
、

通
常
、
市
町
村
が
事
業
を
実
施
す
る

遅
く
と
も
前
年
度
に
は
申
請
し
、
予

算
の
裏
付
け
と
し
て
、
当
該
年
度
の

市
町
村
の
当
初
予
算
に
相
当
す
る
金

額
を
計
上
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

が
、
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
り
伏
見

小
学
校
大
規
模
改
造
関
連
予
算
の
計

上
が
見
送
ら
れ
る
状
況
と
な
り
、
事

業
開
始
時
期
が
不
確
定
な
な
か
令
和

４
年
度
に
着
工
予
定
と
す
る
「
国
庫

交
付
金
」
の
申
請
は
町
当
初
予
算
と

の
整
合
が
取
れ
な
い
た
め
、
町
の
判

断
と
し
て
「
取
下
げ
届
」
を
提
出
し

た
。 問答

②
伏
見
小
学
校

大
規
模
改
造
が

開
始
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
特
に

不
具
合
や
要
望

の
多
い
ト
イ
レ

の
改
修
を
先
行

す
る
た
め
、
大
規
模
改
造
工
事
の
設

計
か
ら
ト
イ
レ
部
分
の
工
事
を
抜
き

出
し
先
行
発
注
し
た
も
の
で
、
継
続

し
て
大
規
模
改
造
工
事
へ
の
移
行
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
て
き
た
。

　
　

�

【
町
長
】

③
伏
見
小
学
校
大
規
模
改
造
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
工
事
を
開

始
す
る
と
い
う
当
初
の
計
画
が
未
だ

実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
保
護
者

や
児
童
の
高
ま
る
期
待
に
い
ち
早
く

応
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
選
挙
公

約
で
「
伏
見
小
学
校
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
は
い
ち
早
く
対
応
し
ま
す
」

と
お
示
し
し
た
。
今
後
は
事
業
費
と

工
事
期
間
な
ど
を

精
査
し
、
令
和
６

年
度
中
の
工
事
着

手
を
目
指
す
。

答

　
　①

各
小
中
学
校
の
屋
外
環
境
整
備
の

実
情
は
。

②
草
刈
り
な
ど
の
環
境
整
備
を
業
務

委
託
し
て
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す

る
考
え
は
。

③
業
者
に
よ
る
大
型
機
械
の
導
入
で
、

草
が
繁
茂
す
る
運
動
場
の
整
備
は
で

き
な
い
か
。

④
草
の
繁
茂
が

著
し
い
上
之
郷

中
学
校
運
動
場

を
モ
デ
ル
的
に

芝
生
化
で
き
な

い
か
。

　
　

�

【
教
育
参
事
】

①
学
校
敷
地
に
つ
い
て
は
、
管
理
職

を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
、
学
校
用

務
員
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
日
常
的
な
管
理
の
ほ
か
、

学
校
運
営
協
議
会
委
員
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
自
主
的
に
除
草
、

問答

清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、「
愛
校
作
業
」
と
し
て
年
１

回
の
除
草
、
清
掃
作
業
を
保
護
者
、

児
童
生
徒
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
毎
年
、
各
小
中
学
校
に
配
分
す
る

予
算
に
「
手
数
料
」
を
計
上
し
て
お

り
、
手
に
負
え
な
い
高
木
剪
定
や
敷

地
除
草
に
対
応
し
て
い
る
。

③
「
愛
校
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
理
念
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
除

草
や
清
掃
作
業
が
今
後
も
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
が
、
手
に
負
え

な
い
範
囲
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
業

者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
の
委
託
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

④
芝
生
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

施
工
費
が
高
額
で
維
持
管
理
も
定
期

的
な
芝
刈
り
や
雑
草
の
除
去
、
施
肥

や
水
や
り
な
ど
、
多
く
の
手
間
が
か

か
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現
状
、
町
内

小
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
、

不
向
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

伏
見
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
の

早
期
実
現
に
つ
い
て

町
内
小
中
学
校
の

屋
外
環
境
整
備
に
つ
い
て

伏屋光幸　議員

奥村悟　議員

▲伏見小学校

▲上之郷中学校運動場

動画はこちらから

動画はこちらから

みたけ議会のたより  （令和5年12月1日号）
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　①

「
白
紙
に
す
る
」
の
は
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
伴
う
残
土
の
受
け
入
れ
前
提

の
こ
と
か
。

②
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
意
見
に
対
す
る

考
え
は
。

③
審
議
会
前
に
現
状
と
方
針
を
町
民

に
説
明
す
べ
き
で
は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
「
要
対
策
土
の
受
入
れ
を
前
提
と

し
た
協
議
」
を
白
紙
の
状
態
に
戻
し
、

リ
ニ
ア
発
生
土
の
置
き
場
計
画
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
地
元
と
対
話
し
、
理
解

や
合
意
を
得
た
上
で
Ｊ
Ｒ
東
海
（
以

下
Ｊ
Ｒ
）
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

②
昨
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

様
々
な
意
見
や
不
安
、
懸
念
が
示
さ

れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
町
や

Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
不
信
な
ど
が
冷
静
な

議
論
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
も
感
じ
て
い
る
。
こ
の
状

態
で
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
に
臨
ん
だ
と
し

問答

て
も
、
町
民
が
納
得
で
き
る
交
渉
結

果
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
、
一
旦
審

議
会
と
い
う
場
で
様
々
な
視
点
か
ら

議
論
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
積
み
残
っ
た
課
題

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
に
説
明
や
報
告

を
求
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
説
明
や

報
告
の
あ
っ
た
も
の
か
ら
随
時
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
審
議
会
へ
も
伝
え
て
、
そ
の

内
容
を
前
提
と
し
て
審
議
い
た
だ
く

考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
審
議
会
メ
ン
バ
ー
の
半

数
以
上
を
地
元
の
人
に
す
べ
き
と
思

う
が
考
え
は
。

　
　

�

【
町
長
】

昨
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
が

様
々
な
議
題
を
持
っ
て
、
勉
強
し
て

臨
ん
で
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
方
々
が
再
び
審
議
会
の

中
で
議
論
い
た
だ
く
こ
と
は
合
理
的

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
選
定
の
方
法

は
今
後
示
し
て
い
く
。

再
質
問

答

リ
ニ
ア
発
生
土
置
き
場
に
つ
い
て

　
　①

リ
ニ
ア
残
土
の
検
討
審
議
会
、
新

庁
舎
計
画
の
第
三
者
委
員
会
の
設
置

理
由
と
透
明
性
を
担
保
し
た
委
員
の

選
任
、
運
営
方
法
は
。

②
中
保
育
園
、
中
児
童
館
は
新
庁
舎

計
画
と
同
時
・
同
所
を
前
提
と
す
る

必
要
は
な
く
、
切
り
離
し
て
検
討
す

べ
き
で
は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
リ
ニ
ア
建
設
に
伴
う
発
生
土
の
課

題
を
早
期
に
解
決
し
た
い
と
い
う
地

元
の
声
に
応
え
る
た
め
、
解
決
に
向

け
て
協
議
で
き
る
合
意
点
を
本
町
に

答
申
い
た
だ
く
、
リ
ニ
ア
残
土
の
検

討
審
議
会
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

委
員
の
選
定
方
法
や
審
議
会
の
運
営

方
法
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く

段
階
で
あ
る
。
新
庁
舎
等
整
備
事
業

に
関
す
る
第
三
者
検
証
委
員
会
は
、

町
が
こ
れ
ま
で
に
進
め
て
き
た
新
庁

舎
等
整
備
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

問答

て
、
第
三
者
に
よ
る
公
平
・
中
立
な

立
場
か
ら
調
査
・
検
証
し
事
実
経
過

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。
委
員
の
選
任

に
あ
た
っ
て
は
、
透
明
性
と
客
観
性

の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
外
部
の
機
関
や
協
会
な
ど
か

ら
候
補
者
を
推
薦
い
た
だ
く
形
式
と

す
る
な
ど
、
透
明
性
を
高
め
た
方
法

で
進
め
る
。

②
中
保
育
園
と
中
児
童
館
の
新
庁
舎

計
画
地
へ
の
集
約
化
に
つ
い
て
は
、

議
会
特
別
委
員
会
で
十
分
に
議
論
が

重
ね
ら
れ
、
議
会
で
決
定
し
て
い
た

だ
い
た
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。
平
成
30

年
７
月
の
「
御
嵩
町
保
育
園
等
設
置

事
業
者
募
集
要
項
」
で
は
、「
御
嵩

町
役
場
新
庁
舎
移
転
候
補
地
で
あ
る

国
道
21
号
バ
イ
パ
ス
エ
リ
ア
」
に
移

設
新
築
さ
れ
る
施
設
と
の
位
置
付
け

で
あ
り
、
新
庁
舎
と
２
施
設
を
切
り

離
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
新
庁
舎
と
同
様
に
、

第
三
者
委
員
会
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
て
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

リ
ニ
ア
残
土
と

新
庁
舎
計
画
に
つ
い
て

岡本隆子　議員

鈴木秀和　議員

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）
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車
座
懇
談
会
へ
参
加
で
き
な
か

っ
た
町
民
が
今
後
、
町
長
へ
声
を
届

け
る
た
め
の
具
体
的
な
案
は
あ
る
か
。

　
　

�

【
町
長
】

車
座
懇
談
会
は
、
自
治
会
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
も
の
、
近
所
や
友

人
同
士
な
ど
小
規
模
の
集
ま
り
か
ら

の
申
し
込
み
に
よ
る
も
の
、
各
団
体

等
の
会
議
の
場
に
寄
ら
せ
て
い
た
だ

く
も
の
、
以
上
３
通
り
の
方
法
で
お

こ
な
っ
て
い
る
。

都
合
な
ど
に
よ
り
出
席
で
き
な
か

っ
た
人
、
ま
だ
意
見
を
お
持
ち
の
人

に
つ
い
て
は
、
単
体
の
自
治
会
、
ご

近
所
や
友
人
同
士
な
ど
の
集
ま
り
で

申
し
込
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
随
時

募
集
し
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ

ら
な
い
場
合
で
も
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
の
で
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

来
年
度
以
降
も
町
民
の
皆
さ
ん
か

問答

ら
の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る
場
を
設

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
イ

ベ
ン
ト
の
際
な
ど
皆
さ
ん
に
お
会
い

で
き
る
機
会
を
見
つ
け
て
、
ぜ
ひ
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　①

組
織
体
制
、
活
動
拠
点
、
事
務
局

な
ど
具
体
的
な
考
え
は
。

②
協
議
会
へ
の
行
政
か
ら
の
財
政
支

援
や
人
的
支
援
は
あ
る
か
。

③
町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
想

定
は
。

④
可
児
市
で
は
「
市
民
参
加
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
て

い
る
が
、
当
町
で
の
条
例
制
定
の
考

え
は
。

　
　

�

【
町
長
】

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
目

的
は
、
願
興
寺
を
は
じ
め
と
し
た
町

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
あ
る
歴
史
資

源
や
観
光
資
源
等
の
ス
ポ
ッ
ト
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
、
総
体
的
に
御
嵩
町
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
を
考
え
、

町
を
訪
れ
た
人
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
可
児
市

の
「
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

問答

り
条
例
」
と
は
少
し
目
的
が
異
な
る
。

願
興
寺
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
た
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
そ
れ
を
一
過
性
の
も
の
で
終

わ
ら
せ
ず
、
町
内
外
の
多
く
の
人
に

参
画
い
た
だ
き
、
関
係
人
口
の
増
加

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
協
働
に
よ

り
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。
現
時
点

で
は
大
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
だ
け
で
、
組
織
体
制
、
活
動
拠

点
、
事
務
局
と
い
っ
た
具
体
的
な
こ

と
は
議
員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

車
座
懇
談
会
へ

参
加
で
き
な
か
っ
た
町
民
へ
の
対
応

「（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

鈴木篤志　議員

奥村悟　議員

▲車座懇談会のようす

▲まちのにぎわいのようす

みたけ議会のたより  （令和5年12月1日号）
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活発な議会活動をおこなっています！
開かれた議会、議会の活性
化を目指して、先進地の視
察や講習の受講などを積極
的におこなっています。

議会のペーパーレス化の促進、時代に即した ICT 化への取り組みとして、タブレット端末を
導入している近隣自治体議会を視察（10月10日：富加町、坂祝町／10月12日：八百津町）し、
タブレット端末を活用した議会運営の実情について学びました。

11月１日（水）、２日（木）に常任委員会
視察研修として、静岡県三島市と長泉町を
視察しました。詳細については、令和６年
３月１日号でお知らせします。

議会報編集委員会では、９月26日（火）に開
催された町村議会広報研修会（会場：日経ホー
ル（東京都））に参加し、広報紙づくりのポイン
トなどを学びました。

富加町議会 坂祝町議会 八百津町議会

広報研修会に参加常任委員会視察研修

議会へのタブレット端末導入について先進地を視察

みたけ議会のたより （令和5年12月1日号）
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（8月～10月）議 会 日 誌
8月

  1日 議長・副議長就任挨拶回り
  2日 可茂土木行政懇談会
  3日 議会報編集委員会
  4日 可児歯科医師会・可児医師会訪問
16日 議会報編集委員会
17日 可茂町村議会議員研修会
18日 県町村議会議長会評議員会
21日 議会運営委員会

全員協議会
議会活性化研究会
新任議員研修会

23日 総務建設産業常任委員会協議会
議会活性化研究会

24日 県町村議会議長会新任議員研修会
25日 民生文教常任委員会協議会
29日 国交省・御嵩町事業連絡調整会議
30日 可児市議長・副議長面会

9月
  2日 日本青年会議所岐阜ブロック大会 2023
  3日 町防災訓練
  4日 全員協議会

議会運営委員会
議会活性化研究会

  7日 第３回定例会（初日）
議会活性化研究会

12日 議会報編集委員会
新丸山ダム工事事務所長面会

14日 第３回定例会（一般質問・所信表明質問）
15日 第３回定例会

（一般質問・所信表明質問・委員会付託）
議会活性化研究会

19日 民生文教常任委員会
21日 総務建設産業常任委員会
26日 町村議会広報研修会
27日 敬老会

可児地区高齢者交通安全大会
29日 全員協議会

議会運営委員会
第３回定例会（最終日）
議会活性化研究会

10月
  2日 全国環境整備事業協同組合連合会大会
  4日 リニア残土を考える会との意見交換会
  6日 議会報編集委員会

可児地区地域安全大会
10日 タブレット先進地視察（富加町・坂祝町）

議会活性化研究会
11日 県町村議長会定期総会・正副議長研修会
12日 タブレット先進地視察（八百津町）
17日 名鉄広見線活性化協議会
23日 議会報編集委員会

議会活性化研究会
27日 可児市・御嵩町中学校組合議会第２回定例会
29日 議会住民懇談会
30日~
31日

全国市町村国際文化研修所
議会議員特別セミナー（８人受講）

お知らせ

本会議�
議案などを審議し、議会の最終
的な意思を決定する、全議員で構
成する会議です。議長が議事を進
行します。
一般質問�
議員が、定例会本会議において、
議案に関係なく広く行政全般にわ
たって、執行部の報告、説明、所
信の表明を求め、疑問点をただす
ことです。
審議�
議案などについて説明を聞き、
質疑し、討論をし、表決をする一
連の流れのことです。

ケーブルテレビ可児では、一般質問の模様が生中継
（場合によっては録画放送）されます。

月　日 曜日 会議 内　容

12月5日 火 本会議

会期の決定、諸般の報告、議案
の上程及び提案理由の説明、議
案の審議及び採決、請願の委員
会付託

12日 火 本会議 一般質問

13日 水 本会議 一般質問、付託事件の審査（総
務建設産業）

15日 金 本会議 議案の審議及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和５年
第４回定例会（予定）
12月５日㈫から12月15日㈮

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会当日、議会事務局受付（役場２階）で
住所、氏名などを所定の用紙に記入後、傍聴
券をお受け取りください。
　　　　発熱などの症状がある場合は、傍聴

をご遠慮ください。
お願い

議会を傍聴するには ??
一般質問はケーブルテレビ可児、YouTube「御
嵩町議会公式チャンネル」で、ご覧いただけます。

チャンネル登録よろしくおねがいします！
御嵩町議会公式チャンネル
https://www.youtube.com/@mitake-gikai

みたけ議会のたより  （令和5年12月1日号）
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T
O

P
IX

議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
３
月
１
日
発
行
（
第
４
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和5年12月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

８
月
17
日（
木
）、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

美
濃
加
茂
で
、
可
茂
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
町

村
議
会
・
議
員
を
取
り
巻
く
今
日
的

課
題
や
近
未
来
展
望
」
と
題
し
て
、

講
師　
高
沖
秀
宣
氏
に
よ
る
講
演
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

可
茂
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
月
11
日（
水
）に
お
こ
な
わ
れ
た

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

で
、
大
沢
ま
り
子
議
長
が
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た
亜
炭
鉱
跡

防
災
対
策
事
業
の
継
続
を
要
望
し
ま

し
た
。

亜
炭
鉱
跡
防
災
対
策
事
業
の

継
続
を
要
望

11
月
６
日（
月
）に
、
現
在
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
丸
山
ダ
ム

の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

ダ
ム
完
成
後
は
観
光
資
源
と
し
て

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
議
会
で
議

論
し
て
い
き
ま
す
。

新
丸
山
ダ
ム

建
設
工
事
現
場
見
学

「
自
分
の
考
え
は
正
し
い
」

と
思
っ
て
い
る
の
は
自
分
だ

け
。
食
い
違
う
他
者
も
当
然

「
私
の
考
え
こ
そ
正
し
い
」

と
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

こ
の
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
健

全
な
議
論
に
な
り
得
る
。

（
広
川
）

情
報
を
伝
え
る
ス
キ
ル
や

考
え
方
を
研
修
で
学
ん
で
き

ま
し
た
。
身
近
に
感
じ
、
関

心
が
持
て
る
、
分
か
り
や
す

い
、
議
会
報
を
自
分
も
楽
し

み
な
が
ら
変
化
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。�

（
可
児
）

E
V
車
の
電
気
だ
け
で
開

催
さ
れ
た
今
年
の
「
よ
っ
て

り
ゃ
あ
み
た
け
宿
場
祭
り
」。

時
代
と
共
存
共
栄
し
な
が
ら

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け

る
姿
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
御

嵩
町
が
目
指
す
姿
で
す
。

�

（
鈴
木
）

暫
時
休
憩


